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日本からの食品輸入
これまでの動き＇１（

3月11日、東日本大震災発生

4月1日、ANVISA＇国家衛生監督庁（が日本から
の輸入規制措置を発表

4月11日、ANVISAが規制緩和決議RDC15を発表、
全輸入食品の指定申告書の添付を義務化、12
都県の食品について日本での放射線検査とコー
デックス基準の適合を要求



日本からの食品輸入
これまでの動き＇２（

4月～6月 ほとんど進展なく、リベルダージから
日本食品が消える。調達先を日本から他国にシ
フトさせた例も＇醤油など（。

6月28日、在伯日本大使館通知。日本当局の発
行した＇産地・放射線検査（英文証明書のポルト
ガル語翻訳に必要な翻訳人登録のスキームに
ついて周知。

6月30日～7月中、各都道府県が産地証明書発
行業務を開始。これでようやく証明書発行→翻
訳→通関の流れが確定。



日本からの食品輸入
規制の対象となった12都県

福島 宮城 山形

栃木 群馬 茨城

新潟 長野 山梨

埼玉 千葉 東京



日本からの食品輸入
手続フロー図＇１（

3月11日
以降の生産

か？

12都県内で
生産されたも

のか？

専門機関で

放射線検査

都道府県にて

証明書

発行申請

輸出申請

スタート

証明書入手

日本側

手続終了

No

Yes

No

Yes

日本側手続 3月11日以降12都県の生
産物は放射線検査必須

基準はコーデックス規格：
ヨウ素131→100ベクテル以下、
セシウム134＆137→合計
1000ベクテル以下

政府による費用補助あり

全ての手続に要する期
間：

3～4週間



日本からの食品輸入
手続フロー図＇２（

日本で発行された英文
証明書をポルトガル語に
翻訳する翻訳人は事前
にANVISAに登録する必
要がある。

登録手続は在伯日本大
使館を通じて行われてい
る。

輸入業者が

証明書入手

翻訳人は
登録済み

か？

日本大使館に

翻訳人

登録申請

証明書翻訳

通関へ提出

ブラジル側

手続終了

No

Yes

ブラジル側手続



日本からの食品輸入
証明書書式＇日本（

左記の様式＇英語（に
記入の上、必要な添
付書類を添えて都道
府県の担当部署に提
出

担当部署では署名と
公印捺印の上、申請
者に返却



日本からの食品輸入
証明書書式＇ブラジル（

日本で発行された証
明書＇英文（の記載内
容にしたがって左記
ポルトガル語書式に
記入

右下の枠内に翻訳者
登録番号、氏名を記
入し署名して提出



日本からの食品輸入
ブラジル当局による公印照合

ブラジル当局は日本
側の証明書発行権限
のある部局を把握し
ており、左のようなリ
ストを用いて公印の
照合を行っている。



部会各社の動向＇１（

分野 2011年上期の回顧 2011年下期の展望

調味料製造 売上14％増 前年比二桁以
上を目指す

乳酸飲料 数量9％増 前年比５％増

添加物販売 徐々に販売増 現状維持

コーヒー販売 順調 昨年を大きく上
回る

清酒 増収増益 競争激化

醤油 順調に伸張 反動懸念



部会各社の動向＇２（

分野 2011年上期の回顧 2011年下期の展望

果実ピューレ 数量アップする
も、輸出で苦戦

引き続き輸出で
苦戦

即席めん 北部・北東部・
中西部で伸張

3％前後の成長

香料 22％超の増 若干厳しい

外食 良好だが、輸入
規制でダメージ

明るい展望



品目別動向
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輸出動向

コーヒー ・・・比較的厳しい状況

調味料 ・・・拡大めざすも苦しい

飼料 ・・・採算は依然不透明

果実ピューレ ・・・苦戦中。国内販売の強化

ジュース ・・・コストダウンも限界？
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原料動向
砂糖相場の推移

2003年以降粗糖相場＇50㎏（の推移

粗糖相場は2006年に高値の期間があったものの比較的安定して推移してい
たが、2009年に入って急上昇。2010年1月にピークをつけた後平穏化すると見ら
れていたが、同年9月より再上昇、引き続き現在まで史上最高の水準にとどまり
続けている。
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原料動向
乳相場の推移

2003年以降乳相場＇リッター当たり生産者価格（の推移

2008年6月にピークをつけた後大きく下げるが、2009年9月に再ピーク。そ
のまま高止まり状態にある。
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原料動向
コーヒー相場の推移

2003年以降アラビカ種60㎏現物渡し価格推移

歴史的にコーヒー相場は変動が大きいため、2009年までの動きは正常の範囲
内と考えられるが、それでも2010年以降の急上昇は近年になく突出している。
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原料動向
全体コメント

相場高騰の要因

① ブラジルを始めとした経済新興国で生活水準

が向上し、食品消費が拡大したこと

② 石油代替燃料となるエタノール需要の増加

が砂糖や穀物の価格を下支えしていること

③ 世界各地の異常気象

④ 投機マネーのコモディティ市場への流入



まとめ＇１（

上期回顧

＇１（全般的に国内市場は引き続き順調な
拡大を続けている。ただし、

＇２（原料相場が収益を脅かしている

＇３（レアル高による輸出環境の悪化

＇４（一部に日本製品輸入制限措置による
影響



まとめ＇２（

下期展望

＇１（不透明要因はあるものの好調持続。

＇２（輸出について外需は好調なるも、為替
トレンドは引き続き逆風基調。

＇３（この機を生かし経営基盤の強化を
行っていきたい。


